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十
二
月
十
九
日
か
ら
、
燃
え
る
ゴ

ミ
の
凋
Ξ
回
収
集
を
テ
ユ
ト
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事

粟
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
経

過
と
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
申
し
上

げ
、
市
民
の
み
な
‘
ぐ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。「

せ
め
て
夏
場
だ
け
で
も
・
・
・
」
と

い
う
市
民
の
み
な
さ
ん
の
戸
が
い
ま

ま
で
ず
い
ぷ
ん
と
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ゴ
ミ
の
週
二
回
収
集
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
市
民
要

求
の
中
で
も
、
一
番
切
実
な
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
現
は
非
常
に
難
し
い

行
政
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。
週
二

回
収
集
の
実
施
は
ゴ
ミ
の
増
量
に
つ

な
が
り
、
第
二
清
掃
工
場
建
設
を
め

ぐ
る
い
ろ
い
ろ
の
難
し
い
問
題
、
人

員
や
機
材
の
増
強
と
い
う
条
件
整
備

の
問
題
が
伴
う
な
ど
、
行
財
政
的
に

困
難
な
た
め
に
こ
れ
ま
で
実
現
が
む

定員は21人増
ず
か
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

昭
和
四
十
八
年
後
半
の
石
油
シ
’

ツ
ク
以
後
、
地
方
自
治
体
の
財
政
が

軒
な
み
に
赤
字
と
な
り
、
イ
ン
フ
レ

と
不
況
が
同
時
進
行
す
る
中
で
、
人

口
急
増
都
市
で
あ
る
本
市
で
も
、
非

収
集
に
あ
た
っ
て
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進
す
る
た
め
の
行
財
政
の
見
直
し
を

す
す
め
る
な
ど
、
強
力
な
財
政
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
本
市
の

財
政
状
況
を
み
ま
し
た
と
き
、
こ
の
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94世帯増
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比
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人
ｍ
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67．29平方キロメートル

ら
の
手
で
放
棄
す
る
こ
と
と
な
り
、

市
民
生
活
を
根
底
か
ら
ゆ
さ
ぷ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
私
は
絶
対
に
赤
宇

再
建
団
体
に
落
さ
な
い
覚
悟
を
固
め

こ
こ
に
決
意
を
申
し
上
げ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

市
長
島
田
正
夫

ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
五
十
二
年
度
決

9
で
は
、
累
積
赤
字
が
十
四
億
七
千

万
円
を
こ
え
、
赤
宇
再
建
団
体
に
落

ち
合
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
に
到
涅
す

る
と
い
’
つ
秘
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
高
り
ま
7
．
再
建
団
体
に
落
ち
る

こ
と
は
、
自
冶
体
固
有
の
機
能
を
Ｍ

さ
る
十
二
月
一
日
付
で
新
し
い
民
生
委
員
（
児
童
委
員

を
兼
任
）
か
決
ま
り
、
十
二
月
七
‐
、
一
八
三
人
の
委
‥
μ

に
辞
令
が
伝
違
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
民
生
委
員
の
任

期
か
三
年
間
で
、
十
一
月
末
日
に
前
委
員
の
任
期
が
満
了

し
た
た
め
一
斉
に
改
選
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
委
員
は
、
宇
冶
市
民
生

委
員
推
せ
ん
会
に
よ
っ
て
批
せ
ん
さ

れ
、
京
都
府
の
笛
査
会
の
審
査
を
紅

て
、
厚
生
大
臣
か
ら
（
児
童
委
員
に

京
都
府
知
事
か
ら
）
委
嘱
さ
れ
た
方

々
で
す
。

今
回
の
改
選
で
、
こ
れ
ま
で
一
六
’

二
人
の
定
数
か
ら
二
十
一
人
増
員
さ

れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
増
員
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
受
持
世
帯
数
の
多

か
っ
た
委
員
の
負
担
を
軽
く
す
ｉ
3
’
Ｊ

と
に
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

き
め
こ
ま
か
い
地
域
活
動
が
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
役
で
あ
り
、
ま
た
、
社
会
福
祉

を
増
進
さ
せ
る
た
め
の
中
心
的
存
在

で
す
。
生
活
保
ｍ
に
関
す
；
0
仕
事
を

は
じ
め
、
児
童
・
老
人
・
心
身
障
害

（
児
）
者
・
母
于
家
庭
な
ど
の
仕
事

の
ほ
か
、
社
会
福
祉
を
高
め
る
仕
事

生
活
に
関
迎
し
て
の
無
職
や
無
収
入

・
扶
養
の
事
実
な
ど
の
証
明
、
社
会

福
祉
協
ｓ
ｓ
会
が
行
う
事
茉
や
共
同
募

金
・
歳
末
助
け
合
い
運
動
へ
の
協
力

な
ど
、
市
民
の
福
祉
を
Ｍ
め
る
た
：
Ｓ

の
重
嬰
な
任
務
を
に
な
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
あ
な
た
の
地
城
の
民
生
委
員
の
お

名
前
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
わ
た

し
た
ら
が
住
ん
で
い
る
地
域
社
会
は

わ
た
し
た
ら
で
っ
く
り
あ
げ
、
健
康

で
住
み
よ
い
明
る
い
町
づ
く
り
を
す

る
た
め
に
は
、
み
ん
な
が
民
生
委
員

こ
の
よ
う
に
閑
難
な
財
以
状
況
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
困
難
な
と

き
ほ
ど
内
に
あ
っ
て
の
創
意
と
工
夫

を
こ
ら
し
、
市
民
本
位
の
行
政
を
進

め
る
努
力
を
払
い
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
得
て
自
主
再
建
の
道
を

歩
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

〔
民
生
委
員
〕

ご
み
や
汚
物
の
な
い

清
潔
な
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

す
。
こ
の
意
味
で
、
今
回
の
ゴ
ミ
の

選
二
回
収
集
の
実
厖
を
、
行
政
の
一

つ
の
教
訓
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
は
、
清
掃
課
職

員
が
市
民
要
求
を
真
剣
に
受
け
と
め

非
常
に
困
難
な
条
件
を
克
服
し
、
人

員
や
機
材
を
ふ
や
さ
ず
に
実
施
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
週
二
回
収
集
を
確
立
す
る
た
め

に
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
、
清
掃
行
政
へ
の
ｕ
ｓ
加
を

願
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
本
位
の
市
政
を
実
現
す
る
た

め
に
、
私
は
、
今
回
の
取
り
組
み
の

視
点
を
大
切
に
し
、
事
務
事
菜
を
さ

ら
に
点
検
し
、
よ
り
効
率
的
行
政
の

推
進
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
た
い
・
＾
Ｊ
＊

え
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

（
2
・
3
面
に
特
集
記
事
）

〔
推
せ
ん
会
と
は
〕

前
川
敏
子
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五
ケ
恚
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開
1
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の
2
3

前
田
正
義
ｕ
″
．
大
林
3
9

松
田
政
雄
＝
″
大
林
2
5
の
1

松
本
登
＝
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三
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1
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村
田
千
賀
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1
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三
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渡
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＝
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久
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井
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子
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池
山
2
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三
河
律
子
Ｌ
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丸
山
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の
8
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加
納
晃
子
＝
明
星
町
2
丁
目
1
2

上
村
郁
子
1
1
≫
2
丁
目
1
1

林
福
三
‐
志
津
川
北
組
3
6

▼
宇
治
地
区
▲

芦
谷
節
子
ｌ
宇
治
又
振
4
6

井
内
キ
ミ
エ
＝
〃
小
桜
3
9

大
西
繁
ｆ
ｆ
ｌ
＝
＊
ｉ
ｌ
法
7
6
の
2

鬼
界
幸
三
＝
″
東
内
4
1
の
3

小
山
幸
子
1
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下
居
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Ｉ

佐
久
問
和
子
Ｈ
″
妙
楽
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芝
原
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＝
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硲
ノ
川
川

高
井
幸
一
Ｈ
″
妙
楽
9

中
政
子
1
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妙
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Ⅲ

長
束
み
さ
を
ｈ
″
妙
楽
川

藤
井
初
栄
＝
″
里
尻
3
1
の
ｌ

水
田
笑
＝
″
乙
方
4
5

森
田
＾
サ
ヱ
Ｈ
‥
″
宇
文
字
2
1
の
7

小
島
客
三
＝
白
川
川
上
り
谷
3
7

▼
神
明
地
区
▲

安
堂
之
雄
‐
宇
治
戸
ノ
内
3
8

艮
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＾
＾
＝
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若
森
2
8

阪
田
台
子
‥
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下
居
い
1
1
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の
3

『
ｓ
水
正
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々
ａ
山
5
6

高
島
静
＝
：
≪
矢
ｍ
7
4
の
4

中
野
せ
ち
子
Ｈ
″
野
神
5
0

西
村
菊
枝
1
1
＊
大
谷
2
7
の
7

酉
村
秀
雄
＝
″
ニ
番
肪
の
7

そ
の
た
め
に
推
せ
ん
会
委
員
は
、
政

治
的
そ
の
他
利
害
関
係
で
選
任
さ
れ

て
は
な
ら
ず
、
ま
た
一
部
団
体
等
の

利
益
代
表
者
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
正
で
よ
り
広
範
な
層
か

．
い
推
せ
ん
会
委
‘
員
を
選
任
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
ず
．

（
民
生
．
委
員
法
）

長
谷
川
和
子
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番
2

藤
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山
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上
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林
満
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林
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Ｈ
″
宮
西
（
Ｎ

藪
田
要
三
Ｈ
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＝
宇
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＝
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松
原
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＝
タ
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山
5
9
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Ⅲ

田
中
栄
美
子
Ｌ
神
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石
塚
5
4
の
9
0
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清
人
―
開
町
2
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の
1
0

西
川
益
造
Ｈ
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5
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の
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々
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代
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6
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角
田
ン
ズ
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毛
語
9
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三
＝
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林
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田
中
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Ｌ
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木
3
丁
目
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子
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丁
目

西
村
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毛
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4
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2
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ｉ
＝
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目
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子
Ｌ
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0
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1

井
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雄
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久
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＝
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0
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司
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の
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森
本
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ｎ
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矢
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湯
浅
政
三
―
″
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の
3
4

横
井
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＝
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2

上
野
邦
雄
ｎ
伊
勢
田
町
用
遊
田
1
4

佐
賀
澄
子
ｉ
″
遊
田
1
2
の
9
8

城
米
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恵
子
ｌ
″
砂
田
6
の
Ⅲ

白
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美
ｎ
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6
の
ｍ

松
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山
8
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1

西
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コ
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7
6
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1
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山
2
9
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2

馬
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子
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″
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谷
3
5
の
3
7

広
井
八
重
子
＝
″
東
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川
の
1
8

山
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隆
＝
″
丸
山
8
0
の
1

安
岡
寿
子
Ｈ
‥
大
久
保
町
久
保
1
1

▼
大
久
保
地
区
▲

ｍ
重
子
＝
大
久
保
町
田
原
2
6

挿
木
新
二
＝
″
大
竹
2
0
の
1
8

川
口
英
子
＝
″
山
ノ
内
1
4

高
木
芳
久
＝
″
山
ノ
内
7
7

塔
本
良
男
＝
″
且
椋
ｕ
一
の
4
3

松
山
ま
き
＝
″
北
ノ
山
1
9

宮
下
惣
二
＝
″
平
盛
6
の
5
0

八
木
正
之
＝
″
平
盛
2
4
の
3

和
田
光
子
―
″
日
一
椋
8
の
1
5

渫
諌
恵
美
子
Ｈ
府
営
西
大
久
保
団
地2

3
棟
2
0
1

太
田
利
博
Ｈ
″
3
3
棟
Ⅲ

中
島
常
幸
Ｈ
″
Ｈ
棟
2
1
0

能
塚
町
ナ
＝
″
2
9
棟
…
一
…

花
元
ヒ
サ
子
＝
″
1
6
棟
川

早
瀬
捷
‐
‥
〃
1
9
棟
哨

東
友
允
＝
≫
3
0
棟
爾

広
瀬
正
俊
＝
″
3
7
棟
川

藤
田
元
次
Ｈ
″
4
0
棟
哨

小
用
進
＝
大
久
保
町
且
椋
8
4

小
杉
明
義
Ｈ
伊
勢
田
町
中
ノ
荒
ｇ
一

▼
槙
鳥
地
区
▲

荒
川
藤
太
郎
‐
棋
局
町
フ
坪
7
6

安
藤
長
寿
＝
″
中
川
Ｍ
川

伊
藤
千
枝
子
＝
％
ｍ
．
合
2
7

稲
木
貴
子
Ｈ
〃
南
落
合
6
4

江
口
理
一
＝
″
一
ノ
坪
1
1
3

太
田
喜
代
子
＝
＊
；
北
内
4
0

岡
田
小
夜
子
1
1
″
幡
貫
9

菅
野
唯
七
＝
″
千
足
3
3

田
中
俊
二
郎
Ｈ
″
≫
合
2
0

辻
栄
次
郎
＝
″
薩
拗
2
の
2

中
井
寛
子
ｌ
″
大
幡
6
3

森
あ
や
子
＝
小
倉
町
新
田
島
1
3

（
敬
称
略
）

陛．／＾

回

ｍＬ

・新春は新日本髪に④

アクセサリーを色々取揃えて？ｇＺ
お待ちしております

り
－

ｅ

五ケ庄大林ａ31－5509／鳶

戸び‰

り

／ｕｌ＼

小倉丸山百貨店東霖22－1607・‘
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ゴ
ミ
の
週
二
回

民生委員きまる
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市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
要
望
の
強

か
っ
た
燃
え
る
ゴ
ミ
（
生
ゴ
ミ
）
の

週
二
回
収
集
を
1
2
月
1
9
日
か
ら
、
全

市
一
斉
に
テ
ス
ト
実
施
し
ま
す
。

現
在
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
は
週
一
回
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
約
二
十
日
間
隔
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
前
で
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
1
9
‐
以
降
は
次
の
よ
う
に

変
り
ま
す
。

①
左
の
地
図
の
よ
う
に
、
市
内
を
九

つ
に
分
け
、
月
・
木
曜
日
、
火
・

金
曜
日
、
水
・
土
曜
日
に
そ
れ
ぞ

れ
収
集
し
ま
す
。

②
新
し
い
収
集
コ
ー
ス
を
指
定
し
、

こ
の
コ
ー
ス
内
に
。
定
点
（
集
積

場
）
″
を
設
け
、
定
点
に
ゴ
ミ
を

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
現
在
、

み
な
さ
ん
方
の
地
域
の
収
集
日
と

収
集
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
町
内

会
・
自
治
会
の
役
員
さ
ん
を
通
じ

て
、
お
知
ら
せ
ピ
ラ
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
定
点
の
場
所
は
、

町
内
会
や
自
治
会
で
十
分
話
合
っ

て
い
た
だ
き
お
お
む
ね
5
0
メ
ー
ト

ル
間
隔
で
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
）

③
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
毎
月
一
日
号

市
政
だ
よ
り
で
収
集
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
が
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
も

定
点
へ
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
現
在
は
、
午
前
・
午
後
の
収
集
地

区
指
定
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
収
集
地
区
変
更
に
伴
い
、

午
後
に
収
集
す
る
区
域
を
指
定
し

ま
す
。
午
後
に
指
定
さ
れ
た
区
域

は
原
則
と
し
て
午
後
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

今
回
の
週
二
回
収
集
の
実
施
は
、

現
在
の
人
員
・
機
材
の
中
で
行
う
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
な
条
件
を
克

服
し
て
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

定
点
収
集
方
式
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃

え
な
い
ゴ
ミ
と
の
分
別
、
水
切
り
の

徹
底
、
古
紙
回
収
事
業
の
推
進
な
ど

の
ゴ
ミ
減
ら
し
対
策
に
つ
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

か
な
け
れ
ば
円
滑
な
運
営
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
方
で
定
点
を
決

め
て
い
た
だ
く
と
か
、
ゴ
ミ
が
こ
ぼ

れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
口
を
く
く

っ
て
定
点
を
清
潔
に
保
つ
な
ど
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
清
掃
事
業
へ
の
参

加
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

558

毎
日
家
庭
か

ら
出
る
生
ゴ
ミ

の
水
分
は
一
年

ｒ
間
を
通
じ
て
約

5
7
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
半

分
以
上
か
水
分
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
ゴ

ミ
ー
ト
ン
当
り
の
処
理
経
費
は
約
五
千
八

百
円
。
水
分
の
処
理
に
半
分
以
上
の
経
費

を
く
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
各
家
庭

で
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
手
間
を
か
け
、
水

切
り
を
し
て
い
た
だ
く
と
ゴ
ミ
量
が
グ
ン

と
減
り
、
経
費
の
節
減
に
も
な
り
ま
す
。

市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力

で
、
燃
え
な
い

ゴ
ミ
と
燃
え
る

ゴ
ミ
の
分
別
は

す
で
に
、
相
当

徹
底
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ま
だ
ピ
一
一
Ｉ
ル
類
、
空
か

ん
な
ど
か
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
出
さ
れ
て

い
る
の
が
み
ら
れ
ま
す
。
燃
え
な
い
ゴ
ミ

は
、
焼
却
炉
の
寿
命
を
短
く
し
。
修
理
費

か
か
さ
む
原
因
に
な
り
ま
す
。
燃
え
な
い

ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
の
は
次
の

も
の
で
す
。
金
属
（
空
カ
ン
、
家
電
製
品

を
含
む
）
ガ
ラ
ス
、
ピ
ン
、
ゴ
ム
、
皮
、

ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
、
陶
器
、
灰
類
。
各
ご
家
庭
で
よ

り
一
層
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

地区別の収集曜日一覧表

古紙回収事業に

ご協力ください

ゴ
ミ
減
量
の
一
つ
と
し
て
、
一
昨
年
八
月
か
ら
古
紙
回
収

（
古
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
約
百
五
十
の
自
治
会
や
町
内
会
。
団
体
等
で
古
紙
回
収

事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
こ
れ

ら
自
治
会
の
ご
協
力
で
約
六
百
ト
ン
の
古
紙
回
収
の
成
果
か

あ
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
減
量
を
更
に
進
め
る
た
め
の
古
紙
回
収
事
業
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
回
収
古
紙
に
は
Ｉ
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
五
円

の
報
償
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
土
曜
日
に
古
紙

回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
週

二
回
収
集
を
機
に
水
曜
日
に
変
更
Ｄ

し
ま
す
。
ｙ

古
紙
回
収
事
業
の
実
施
に
つ
い
？

て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
生
活
環
境

ご
九
Ｊ
Ｗ

部
清
掃
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
ざ

大字 小字
志津川 全域

明星町 全域
菟道 全域
宇治 乙方．山本，東内，又振，山田，紅斉

五ケ庄 一番割，二番割，折坂，福角，一里塚．戸ノ内，日皆田，瓦塚，岡本，上村，大八木島，谷前

槙島 大島トピ地
広野町 （成田，新成田を除く）全域

開町 全域

神明 宮西，宮東，宮北，石塚（心華寺よりアリメントストアまでの市道東側の住宅）
大久保 久保
小倉 蓮Ｍ，堀池。西浦，神楽田．南堀池，南浦

伊勢田 南遊田

五ケ庄 梅林，野ホ，西田，古川．寺界ｉｉ．大林，北ノ圧，平野，ｆｒ開．゜番割，西浦，芝ノ東，広岡谷

木幡 南端，充員小路，西浦，壇ノ東，内畑，中村，大瀬戸，北山畑，南山畑，南山（松殿山を除く）

宇治 （月・木曜日の宇治地区及び里尻，小桜，樋之尻，戸ノ内，半白を除く）全域

南陵町 全域
羽拍子町 全域

神明 石塚（心華寺よりアリメントストアまでの市道西側の住宅）

小倉 西畑，中畑，東山，山際，西山（国道24号線の西側の住宅）
伊勢田 （南遊田を除く）全域
広野 成田．新成田

六地蔵 全域

木幡 御園，河原．正中，北島，東中，西中，陣ノ内，桧尾．御蔵山，平尾，畑山田，赤塚，花揃，金草原，北畠，南山（松殿山）

宇治 里尻．小桜．戸ノ内，樋之尻，半白

小倉 老ノ木，天王，寺内，久保．春日森，新田島．西山（国道24号線の東側の住宅）’

槙島 全域

大久保 （久保を除く）全域府営住宅棟～43棟

西友
国道2’Ａ号線

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜Ｖ至奈良

＝Ｈｅ｀植木・造園・燈篭・植木土・杉苔・鹿沼土・肥料園

1＾植木鉢・白川砂・各種材料何でも揃う店，卸小売

銘花・銘木・人気品種さつ

っ

き盆栽

苗木・中木・古木他

〔
お
ね
が
い
〕

日本造園協同組合連合会々員・京都府造園協同組合員

国道24号線小倉の信号からさ園

ＴＥＬ22―837
ヤ白125老政ダ

‐
1
1
1
1
1
1
1

19日から燃えるゴミを週2回収集
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あなたの

おうちは何曜日？

与1 治ｌ

〔小型車収集地区のみなさんへ〕

ｒ｜＾ｆ

Ｗ

曜日

月・木曜日

火・金曜日

水・土曜日

赳
図
と
Ｓ
Ｅ
Ｓ
ｌ
Ｄ
ｏ
Ｗ
Ｓ
ｆ
Ｓ
Ｋ
日
一
ｗ
ｍ
ｆ
＾
’
ｗ
＊
？
－
≪
ｙ
－
≪

う
ち
の
収
集
曜
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
内
会
・
自
治
会
を
通
七
て
、
お
知
ら
せ
ピ
ラ

を
お
配
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
で
も
お
確
め

く
だ
さ
い
。
（
済
掃
螺
）

19日から燃えるゴミを週2回収

集
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同胞保育園で避難訓練
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灯油価格

わ
ず
か
に
値
下
が
り

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が
調
査

さ
る
十
一
月
二
十
日
、
宇
治
市
消

費
生
活
モ
’
一
タ
ー
に
よ
る
『
灯
油
の

価
格
調
査
』
が
行
わ
れ
、
こ
の
ほ
ど

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

と
く
に
、
今
回
の
調
査
は
、
最
近

の
円
高
基
調
の
な
か
で
、
輸
入
商
品

で
あ
る
石
油
価
格
が
下
が
っ
て
い
る

の
か
が
っ
か
、
ど
の
ぐ
ら
い
末
端
の

小
売
価
格
に
反
映
し
て
い
る
の
か
を

知
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

調
査
は
前
回
と
同
じ
方
法
で
、
市

内
を
三
地
域
に
分
け
、
一
一
｝
内
の
灯
油

咀
ｅ
店
（
小
売
店
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
）
九
六
店
を
対
象
に
、
消
賢
生

活
モ
ニ
タ
。
・
‐
二
五
人
が
一
斉
に
聞
き

取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

最
安
値
は

店
頭
渡
し
六
五
〇
円

こ
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
十
八

μ
あ
た
り
の
価
格
は
、
店
頭
渡
し
が

六
五
〇
円
か
ら
七
五
〇
円
、
配
達
料

込
み
の
宅
配
価
格
が
七
〇
〇
円
か
ら

七
九
〇
円
と
い
う
よ
う
に
、
最
安
値

小
売
店
の
店
頭
渡
し

七
〇
〇
円
が
多
い

は
小
売
店
が
七
円
一
〇
銭
、
ス
タ
ン

ド
で
は
四
円
四
〇
銭
そ
れ
ぞ
れ
一
年

前
よ
り
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
宅
配
価
格
に
つ
い
て

は
、
小
売
店
で
五
円
三
〇
餓
安
く
な

つ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス

タ
ン
ド
で
は
逆
に
五
円
五
〇
餓
ｍ

上
が
り
し
て
い
ま
し
た
。

少
し
で
も

安
く
買
お
う

さ
て
、
十
月
一
日
現
在
の
全
国
平

均
は
店
頭
価
格
が
七
一
八
円
、
宅
配

価
格
が
七
五
二
円
で
、
い
ず
れ
胞
于

治
市
内
の
平
均
よ
吟
上
回
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
宇
治
市
内
は
そ
れ
だ
け
安

く
買
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
が

飲
酒
運
転
を

　
　
　
追
放
し
よ
う

『
包
同
運
転
追
放
運
動
』
が
、
1
2

月
1
0
日
か
ら
ａ
よ
斉
に
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

’
年
末
年
始
は
忘
年
会
や
ク
ジ
ス
マ

ス
バ
ー
テ
″
、
新
年
会
な
μ
｝
と
お
酒

を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
。

少
し
ぐ
ら
い
飲
ん
で
も
・
・
・
’
。
お
正

月
だ
か
ら
一
杯
ぐ
ら
い
は
・
・
・
’
と
安

易
に
考
え
、
事
故
を
起
す
ケ
ー
ス
が

ふ
え
る
の
も
こ
の
季
節
で
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
の
特

徴
を
み
て
み
ま
す
と
、
運
転
歴
十
五

年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
の
人
の
事
故
が

多
く
、
「
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
運
転
で

き
る
」
と
い
う
過
信
が
事
故
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

安
易
な
考
え
や
過
信
は
捨
て
、
市

民
み
ん
な
で
飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

☆
そ
う
い
わ
ず
ま
あ
一
杯
だ
け
が

事
故
の
も
と

☆
一
杯
の
酒
が
凶
器
に
す
る
軍

☆
酒
飲
め
ば
愛
軍
が
凶
器
に
早
変

わ
り

☆
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
乗
る
な
ら
飲

む
な
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火遊びはしません

あ
な
た
の
家
庭
は
い
く
ら
で
買
っ
て

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

少
し
で
も
安
ぐ
買
う
た
め
に
、
ま

た
、
不
当
な
値
上
げ
を
許
さ
な
い
た

め
に
も
、
市
民
み
ん
な
が
値
助
き
に

関
心
を
持
っ
て
消
費
生
活
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。

な
お
、
次
回
の
調
査
は
今
月
と
来

年
一
月
に
行
う
予
定
で
、
今
ｍ
ｍ

動
き
を
公
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

■
古
文
書
講
習
会

年
末
は
何
か
と
出
只
が
か
さ
ひ
時
で
χ

期
で
す
が
、
資
き
笛
一
立
て
る
こ
と
た
だ
し
、
「
く
ら
し
の
資
金
」
の

が
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
、
年
末
貸
し
付
け
は
、
一
世
帯
に
つ
き
夏
期

合
、
誤
り
の
四
万
円
ま
で
賃
し
付
け

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｕ
希
望
の
人
は
、
も
よ
り
の
民
生

「
く
ら
し
の

資
金
」
の
賃

し
付
け
を
行

い
ま
す
。

賃
し
付
け

年
末
く
ら
し
の
資
金

7
万
円
ま
で
貸
付

金
額
は
七
互
円
以
内
で
四
ヵ
月
据
え

置
き
の
の
ち
、
二
十
ヵ
月
月
賦
で
返

済
し
て
い
た
だ
血
莉
子
・
無
担
保

の
で
、
実
賢
と
送
料
三
百
円
（
郵
券

）
を
現
金
書
留
、
ま
；
≫
は
郵
Ｗ
Ｍ
Ｕ

で
、
参
加
申
し
込
み
時
に
お
送
り
く

だ
さ
い
。

（
市
史
編
さ
ん
宜
）

■
新
有
権
者
の

感
想
文
募
集

年
末
調
整
の

　
　
　
　
手
続
き
を

り
一
月
は
、
大
部
分
の
サ
ラ
ジ
・
・
・
・
マ

ン
が
そ
の
年
の
税
金
を
精
算
す
る
「

年
末
調
整
」
の
月
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
年
末
調
整
は
、
確
定
申
告

に
か
わ
る
大
切
な
手
続
き
で
す
の
で

次
の
よ
う
な
人
は
勤
務
先
に
必
妥
書

類
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

▽
扶
養
親
族
に
異
動
が
あ
っ
た
人

▽
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
人

▽
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
買
っ
た
人
で
、
す
で
に
住
宅
取

得
控
除
を
受
け
て
い
る
人

▽
住
宅
貯
蓄
を
し
て
い
る
人

な
お
、
次
の
よ
う
な
人
は
5
3
年
2

月
1
6
日
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で
の
間
に

確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
災
害
や
盗
難
に
よ
収
雑
損
控
除
を

受
け
ら
れ
る
人

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
て
い
る

・
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
買
っ
た
人

・
年
収
額
一
千
万
円
を
超
え
る
人

・
給
与
や
退
職
金
以
外
の
所
得
が
二

十
万
円
を
超
え
た
り
、
ニ
カ
所
以

上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人

（
市
民
税
課
）

農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
の
調
整

賃
し
付
け
、
年
末
貸
し
付
け
を
令
わ

せ
て
年
間
七
万
円
以
内
で
す
の
で
、

た
と
え
ぱ
夏
に
一
一
万
円
を
借
り
た
場

こ
と
。
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー

マ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格

昭
和
3
2
年
1
月
1
日
か
ら
3
3
年
1
2

月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
応
募
万
法

四
百
掌
愈
原
稿
用
紙
四
枚
以
内
に

ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
（
フ
ジ
ガ

’
ナ
）
・
性
別
・
生
年
月
日
・
職
業

を
原
稿
の
末
尾
に
記
入
し
、
1
2
月

3
1
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
（
〒
六

〇
二
京
都
市
上
京
区
下
立
売
通

新
町
西
入
藪
ノ
内
町
）
へ
。
応
募

原
稿
は
返
し
ま
せ
ん
。

▽
そ
の
他

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、

Ξ入Ｈ

三明

Ξる

Ｃゝ§｜

一進の

タバコは

市内で買いましょう

ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
賃
し
付

け
日
は
1
2
月
2
6
日
で
す
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

た
め
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
感
想
文
募
集
を
何
で

知
つ
た
か
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

■
映
画
の
つ
ど
い

入
江
カ
ツ
さ
ん

●●●●●●
、ハトのマークのひつこし専門です…”
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で
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、

1
2
月
中
に
用
紙
を
農
業
協
同
組
合
経

由
で
配
布
し
ま
す
。
次
に
該
当
す
る

人
は
、
来
年
1
月
1
0
日
ま
で
に
農
業

委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
1
0
丿
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業
務

を
営
む
世
帯

▽
昭
和
3
3
年
4
月
1
日
以
前
に
出
生

し
、
年
間
六
十
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
人
（
農
業
委
員
会
）
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